
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月 27 日（木）に、300 人参加のもと、2025 春季生活闘争勝利総決起集会を倉吉体育文化会館駐車場で開催しました。 

主催者を代表して盛山議長代行から「『みんなでつくろう・賃上げがあたりまえの社会』というスローガンのもと、すべての働く

人の持続的な生活向上をめざし、新たなステージを定着させる未来づくり春闘がスタートしました。2025 春季生活闘争では、ま

ず全構成組織が必ず要求書を提出し、「すべての労働者が働きの価値に見合った水準」を目指し、賃上げ３％以上を基準とし、定

期昇給相当分を２％、また地域間・規模間賃金格差の是正分１％を含め、昨年以上の月例賃金の引き上げにこだわり、地域春闘を

展開していきます。これにより、組合員のみならず、有期・短時間・契約等で働く仲間や労働組合がない職場で働く仲間にも波及

させ「働く事を軸とする安心社会」の実現を目指していきましょう。」と力強いあいさつがありました。続いて、連合鳥取森 由香

里副会長からのあいさつ、福井康夫倉吉市議会議員、蓑原美百合北栄町議会議員から激励のあいさつをいただきました。その後、

ＵＡゼンセンの杉島和徳さんによる単組決意表明、女性委員会幹事の向井彩さんによる 3.8 国際女性デーアピール、交通労連の 

山下昌規さんによる総決起集会アピールがそれぞれ提案され、満場の拍手で採択されました。最後に、「団結がんばろう」の掛け

声で集会を締めくくり、その後、デモ行進を行いました。ご参加いただいた皆さん、大変ありがとうございました。 

 

 

 

改選期となった今総会では、退任する名和前議長が代表し、新役員では米橋新議長が代表して「労働組合の存在意義を知ってもら

い、活動に参画することが結果として自分達の幸せに繋がっていくものである」と挨拶を行い、最後に、団結がんばろーを三唱し定期

総会を無事閉会しました。 
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2 月 18 日（火）、倉吉体育文化会館にて、連合鳥取中部地協第 1 回単組代表者会議を開催しました。冒頭に盛山議長代行から、

「今春闘では物価上昇を上回る賃金水準を実現し、四半世紀にわたる慢性デフレに終止符を打つ年にしなければならない。動き始

めた賃金、経済、物価を安定した巡航軌道に乗せるべく、『働く事を軸とする安心社会』の実現に向け、皆で今春闘を戦っていこ

う。」とあいさつがありました。続いて、連合鳥取の河村事務局長からは、春季生活闘争の方針として賃金引き上げをはじめ、物

価高騰への対応、働きやすい環境整備など、労働者の基本的な生活水準を支えるための多面的な取り組みが強調され、組織全体と

してその実現に向けた重要性が示されました。その後、連合鳥取推薦議員の皆さんからの活動報告が行われ、最後は盛山議長代行

による「団結がんばろう」で締めくくりました。 
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